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ノンステージング工法を実現する「ＧＲＢシステム」
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圧入工法普及促進で
業界の発展に貢献

技術の普及・高度化通じ
業界の健全な発展に貢献を

　このたび、全国圧入協会が一般社団法人化周年を迎えら
れましたことを、心よりお慶び申し上げます。また、平素よ
り国土交通行政、とりわけ建設産業行政の推進に格別のご理
解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。貴協会は、昭和
年の創立以来、振動や騒音が極めて小さい圧入工法の普及
促進に向けた諸事業を積極的に展開し、業界の発展に大きく
貢献してこられました。また、登録圧入工基幹技能者講習の
実施や、建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）などを通
じた担い手の確保・育成などにも積極的に取り組んでおられ
ます。歴代の会長、役員の方々をはじめ、貴協会の皆さまの
ご功績に心から敬意を表します。
　建設業は、社会資本の整備や維持管理に加え、災害時には
現場で応急復旧等に対応するなど、「地域の守り手」として、
国民の生命・財産・暮らしを守る、我が国にとって「なくて
はならない」産業です。建設業が将来にわたって社会的使命
を果たし、持続的に発展していくためには、担い手の確保に
向けた取り組みをより一層強力に推進していかなければなり
ません。建設業が将来に希望を持てる、若者に入職したいと
思われる産業となるよう、国土交通省としても、昨年月に
全面施行された第三次・担い手３法に基づき、「処遇改善」
「働き方改革」や「生産性向上」にしっかり取り組んでまい
ります。皆さまにおかれましても、魅力的で持続可能な建設
業の実現に向け、引き続きご尽力をよろしくお願いいたしま
す。
　結びに、貴協会の益々のご発展と会員の皆さま方のご健勝、
ご活躍を祈念いたしまして、祝辞といたします。

　一般社団法人全国圧入協会の法人化周年、誠におめでと
うございます。貴協会は、すべての建設構造物の基盤となる
地盤を施工する工事分野にあって、近代建築の効率化の象徴
ともいえる建設機械の中で、油圧ジャッキ等を用いた静かに
安定した環境配慮技術によって、土留め工・締め切り工・基
礎工など幅広い分野に適用を広げ、建設業の生産性の向上に
大きく貢献してきたものと認識しています。
　これまでの貴協会と加盟企業の研究と圧入施工技術の普及
に尽力されてこられたことに深く敬意を表します。
　ご承知の通り、日本国内は少子高齢化が続き業界を継承す
る次世代の若者の獲得競争が激化しています。建設業はそう
した競争に後れを取った形となっていますが、昨年末、中央
建設業審議会から勧告された労務費に関する基準に基づいた
請負契約を早期に浸透させ、建設現場の職人の評価と賃金を
上げて、国民生活に欠かせない建設業界で働く輝く職人の姿
を見せられなくてはなりません。
　このため建設産業専門団体連合会（建専連）は、入職者側
の目線から見た魅力あるワーク・ライフバランスを意識しつ
つ、建設現場に関係するみんなが明るい未来予想図を描ける
業界に変革できるよう様々な取組みを推進してまいる所存で
す。
　貴協会におかれましても、引き続き、圧入施工技術の普及
・高度化を通じて業界の健全な発展に資するよう活動の程お
願い申し上げます。
　結びに、これからの貴協会及び会員各位の益々のご隆盛と
ご多幸を心から祈念して私のお祝いの言葉とさせていただき
ます。


